




Effect of the stereotype for homeless  
on respondent’s risk perception





was  less  than 10%, and respondents estimated the risk of  themselves becoming homeless with  interpersonal resources. 
Self-esteem and tolerance were involved in the background of risk perception that respondents themselves were homeless. 


















＊ 1   本論文は、第 2著者が第 1著者の指導のもと提出した2015年度立正大学心理学部対人・社会心理学科卒業論文に含まれる
データの一部を、第 1著者の研究関心のもと、第 2著者の許可を得て第 1著者が再解析したものである。また、本研究は、
2016年度日本応用心理学会第83回大会（札幌市立大学）において発表された。
＊ 2   立正大学心理学部准教授














































思わない」「 3．どちらともいえない」「 4．少しそう思う」「 5．とてもそう思う」の 5件法で回答を求めた。
⑷　クリティカルシンキング志向性尺度







だ」「 3．どちらともいえない」「 4．あまり嫌ではない」「 5．全く嫌ではない」の 5件法で回答を求めた。
⑹　自尊感情尺度


























　因子分析（主因子法 ・プロマックス回転）の結果、解釈可能性から 5因子が抽出された（表 1）。表 1をみると、第 1
因子は「がんばらない」「努力をしない」など14項目から構成され『スキルと動機の欠如』、第 2因子は「家族が犯罪を


















項目内容 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5
がんばらない .974 －.093 －.076 －.072 .029
努力をしない .938 －.162 －.052 .018 .044
やる気がない .878 －.086 －.006 .031 .068
甘えている .870 .149 －.113 －.225 .012
意欲がない .809 －.084 .084 .001 －.022
働く意志がない .804 －.307 .033 .219 .008
問題解決能力がない .728 .028 －.072 .125 －.066
コミュニケーション能力がない .724 .149 .000 －.019 －.119
学習能力がない .715 .191 －.100 －.100 .106
人生を捨てている .664 －.097 .010 .112 .013
常識がない .653 .130 .067 .008 .010
プライドがない .645 .064 .012 .046 －.020
学力が低い .594 .234 .112 －.108 －.003
街にいるだけで迷惑な人だ .481 .099 .207 .038 .173
家族が犯罪を犯した経験がある －.030 .931 －.003 －.214 .092
親が離婚した .063 .803 .027 －.146 .001
本人が犯罪を犯した経験がある －.035 .800 －.074 －.014 －.002
親がいない .109 .740 .042 .098 －.271
親が会社で失敗した －.167 .692 －.044 .229 .197
親が失業した －.193 .625 －.085 .312 .169
兄弟姉妹がいない .177 .500 .101 .201 －.155
友達がいない .270 .443 .048 .215 －.098
汚い －.077 －.064 .960 .022 －.033
不潔だ －.026 －.032 .946 －.067 －.053
臭い －.076 －.014 .842 .038 －.002
不快だ .106 .071 .617 －.087 .103
暗い .212 .003 .433 .024 .032
本人が会社で失敗した .061 －.035 －.166 .897 .038
本人が失業した －.018 －.040 .084 .801 －.034
独身である .080 .029 .159 .613 .059
本人が離婚した －.048 .210 －.077 .553 －.050
暴力的だ .058 .000 －.016 －.025 .877
攻撃的だ .059 －.001 －.078 .019 .868
怖い －.024 .067 .312 .030 .516
因子間相関　因子 1 － .401 .416 .301 .342
因子 2 － .150 .455 .262
因子 3 － .225 .244
因子 4 － .054
α係数 .95 .90 .84 .82 .83
表 2　ホームレス・ステレオタイプ尺度得点の記述統計
M SD 中点 α
スキルと動機の欠如 2.92 0.91 3 0.95
家族関係の欠如 2.45 0.81 3 0.90
嫌悪感 4.09 0.65 3 0.84
社会的孤立 3.72 0.88 3 0.82




















項目内容 因子 1 因子 2 因子 3
家族がいればまずホームレスになることはない .877 －.225 －.135
親と親密な関係が築けているからホームレスになることはない .776 －.133 －.074
友人と親密な関係が築けているからホームレスになることはない .749 .221 .207
兄弟姉妹と親密な関係が築けているからホームレスになることはない .701 .010 －.036
自分が窮地に立たされても身内の誰かが助けてくれる .678 －.073 －.163
友人がいればまずホームレスになることはない .603 .285 .222
自分が窮地に立たされても友人の誰かが助けてくれる .602 .212 .105
お金さえあればホームレスになることはない .405 －.034 －.102
自分には一定以上の能力があるからホームレスにはならない .004 .939 .017
自分はどんな環境の変化にも対応できるからホームレスにはならない －.047 .910 .046
自分は社会でうまくやっていけるからホームレスにはならない .070 .845 －.023
自分はコミュニケーション能力が高いからホームレスにはならない －.104 .832 －.108
職を失っても、また自分には職を見つけられる自信がある －.029 .502 －.301
兄弟姉妹を失ったらホームレスになる可能性はある .028 .040 .823
友達を失ったらホームレスになる可能性はある .019 .109 .793
親を失ったらホームレスになる可能性はある .068 －.189 .747
病気になったらホームレスになる可能性はある －.110 .015 .722
自分にもホームレスになる可能性は十分にある －.262 －.196 .505
職を失ったらホームレスになる可能性はある －.052 －.164 .434
因子間相関　因子 1 － .574 －.327
因子 2 － －.321
α係数 .88 .91 .86
表 4　回答者本人がホームレスとなるリスク態度尺度得点の記述統計
M SD 中点 α
対人的資源による低リスク認知 3.32 0.79 3 0.88
能力評価による低リスク認知 2.64 0.64 3 0.91
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註
（ 1）大学生 6名に対して、ホームレスを見たときの個人の気持ちや自分自身がホームレスになるリスクなどについて、
半構造化面接を実施した。
（ 2 ）日本語版項目は、勁草書房ホームページ〈http://www.keisoshobo.co.jp/files/9784326251162/9784326251162_1.
pdf〉による。
